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１．研究計画の概要 
 
(1) 欧州原子核研究機構 (CERN)における
LHC 実験の一つ ATLAS 実験に参画し、ヒッ
グスが bクォーク対に崩壊する事象を探索す
る。 
 
(2) LHC 以降の将来計画として、b クォーク
の湯川結合定数の精密測定が考えられる。こ
のためには、LHC のアップグレードあるい
は国際大型線形加速器実験の推進が必要で
あり、それらの将来計画に向けた次世代シリ
コン飛跡検出器の開発を行う 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) ATLAS 実験において、本研究計画で提案
している手法でヒッグスを発見するために
重要な役割を果たすのがシリコンストリッ
プ飛跡検出器(SCT)である。そこで、SCT の
較正とモニタリングシステムの整備を進め、
ノイズレベル等が設計値通りであること等
を確認し、SCT の立ち上げおよび運転に大き
く貢献してきた。 
また、発見を目指しているヒッグス生成・崩
壊モードの探索感度の調査を精力的に行っ
た。実際の検出器の性能により近いシミュレ
ーションにより生成されたデータを用いて、
事象選択の最適化などを行った。最終的には、
2 種類のモードでヒッグス発見のために必要
なデータ量を系統誤差も含めて精査した。 
 
(2) 将来の大型加速器実験計画で必要とされ
る性能を満たす飛跡検出器を開発するため
に、SOI(Silicon On Insulator)と呼ばれる半

導体テクノロジーを用いた次世代シリコン
検出器の開発に参画した。KEK の測定器開
発室のプロジェクトに加わり、特に、我々の
グループはプロトタイプ検出器の信号読み
出し用のボード、および、データ収集システ
ムの開発を中心に行った。このシステムがプ
ロジェクト全体で広く使われ、各種検出器の
信号読み出しテストに大きく貢献した。 
一方、プロトタイプ検出器のテストも精力的
に行い、INTPIX2 と呼ばれるプロトタイプ
のアナログ性能の評価、および、デジタル部
分の系統的な評価を行った。その結果、実用
化に向けての最大の問題が backgate 効果で
あることを定量的に評価し、その後の対策の
ための礎を築いた。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
SOIに関する研究の目標は粒子線検出器とし
ての実用化であり、そのための最大の問題点
backgate 効果の対策が予想以上に進んでい
る。また、そのための動作試験に大きく貢献
してきた。よって、SOI に関しては当初の計
画を大きく上回る進捗状況と判断する。 
一方、LHC はヘリウム漏れに伴う故障で運
転が 1 年間停止、かつ、修理や調整等のため
に当初予定よりも実験そのものの進展が遅
れている。ただし、データ収集できない期間
中、シミュレーションによる解析や SCT の
整備を大きく進めることができた。この点に
関しては計画通りである。 
以上から②という自己評価点を与えた。 
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４．今後の研究の推進方策 
 
LHC がいよいよ運転を再開したので、データ
を収集次第、物理解析を行う。データ量が予
定よりも少ないことが予想されるので、まず
は、検出器の性能評価、そして、b クォーク
を終状態に持つ事象としてtopクォーク対生
成事象に着目した解析を行う。 
SOI 検出器の開発においては、これまで通り、
新たに製造されるプロトタイプの試験を系
統的に行い、background 効果抑制対策の効能
を定量的に評価していく。 
並行して、LHC アップグレード計画に備えた
シリコン検出器の研究開発の一環として、読
み出しテスト用の新たなデータ収集システ
ムの開発を行う。すでに研究に着手しており、
検出器の信号読み出しチップとのコミュニ
ケーションに成功している。2010 年度中に現
存するデータ収集システムと同様の機能を
実装する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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